





















1. 1. 1 試験体および試験方法
自 主欠
( a ) 抵比重パーティクルボード
( b ) 配向性パーティクルボード
1. 1. 2 試験結果および考察
( a ) 低比重パーティクルボード
( b ) 配向性パーティクルボード
1. 2 水分非平衝下のクリープ性能
1. 2. 1 試験体および試験方法
( a ) アセチル化処理パーティクルボード
( b ) 配向性低比重パーティクルボード
1. 2. 2 試験結果および考察
( a ) アセチル化処理パーティクルボード
( b ) 配向性低比重パーティクルボード
1. 3 部分片振クリープ性能





2. 1. 1 試験体および試験方法
( a ) 試験体
( b ) 試験方法
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( a ) 静的試験
( b ) クリープ試験
( 1 ) 破壊の進展
( 2 ) たわみ変化と破壊
2. 2 曲げ疲労性能
2. 2. 1 試験体および試験方法
( a ) 試験体
( 1 ) ユニヅト置床
( 2 ) 縁甲床
( 3 ) ボード釘着床
( 4 ) ストレストスキンパネル床
( b ) 試験方法
2.2.2 試験結果および考察
( a ) ユニット置床
( 1 ) 静的試験
( 2 ) 疲労試験
( b ) 縁甲床
( c ) ボード釘着床
( d ) ストレストスキンパネル床
( 1 ) 静的試験
( 1 ) -1 6点支持
( 1 ) -2 2対辺単純支持
( 2 ) 疲労試験
( 2) -1 破壊の進展
( 2 ) -2 たわみ増加
( 2) -3 疲労眼度

































3. 1. 1 数値解析
3. 1. 2 対角線圧縮試験法と水平せん断試験法の
応力分布の比較と評価
( a) 解析方法
( b ) 解析結果
( 1 ) 対角線圧縮試験法(試験方法A)
( 2 ) タイロッドを設けない
水平せん断試験法(試験方法B)
( 3 ) タイロッドを設ける
水平せん断試験法(試験方法C)
( c ) 考察
( 1 ) パネル端部における荷重の伝達
( 2 ) 対角繰方向の応力分布
( 3 ) パネルの強度と応力分布
3. 1. 3 水平せん断試験法における桟木の塁手響
( a ) 解析方法
( b ) 解析結果および考察
( 1 ) 縦・横桟木パネルおよび
節かいパネルの主応力
( 2 ) 縦・横桟木および
節かいパネルのせん断応力
( 3 ) 縦・横桟木パネ1レの変形量
( 4 ) 節かいパネルの変形量
3.2 パーティクルボード壁体の水平せん断疲労性能
3. 2. 1 試験方法
( a ) 試験体および支持条件
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1. 1 水分平衡下のクリープ性能 101)
1. 1. 1 試験体および試験方法
( a ) 低比重パーティクルボード
最近開発され、実用化の段階に入っているウレタン系樹脂接着剤(郡栄化学工業綿製、
UL-4800)を使用して成板された厚さ30mmの市販低比重パーティクルボードをクリ
ープ試験に供した o その平均気乾比重は0.37、平均曲げヤング係数 (MOE)は1.63GPa、
平均曲げ破壊係数 (MOR)は5.16MPaであった。 1，800胴 x900mmの各基板1枚より、寸























o 0.4 1.2 2.0 
曲げヤング係数 (GP a ) 
図1-1 低比重パーティクネボードの曲げ破壊係数
(MOR)と曲げヤング係数(M0 E)の関停






( b ) 配向性パーティクルボード























配向方向Uf) 直交方向(よ) ボード (R) μくL ルR
平均MOE(GPa) 10.5 1.7 4.7 6.2 2.2 





1. 1. 2 試験結果および考察






































































(式 1-1 ) 
図1- 5 に、荷重比10%~50% におけるクリープたわみ比を平均値で示した。各荷重比
におけるクリーフ。たわみ比は、クリーフ。たわみの場合と同様、 2万分(2X 104分)付近よ
り急激に増加した。
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100 101 102 103 104 
時間 (min. ) 
図1-5 低比重パーティクルボードの荷重比10%、20%、30%、
40%、および50%各3体の平均のクリープたわみ比曲嬢
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1. 2 水分非平衡下のクリープ性能 103)















厚さ膨張率は、ラ%と低い値を示したと報告されている 11 1 )。
1. 2. 1 試験体および試験方法





x 400mmX 12聞のパーティクルボードを成較した。接着剤として、フェノール樹脂 (PF 
)、ユリア・メラミン樹脂(UM F )、イソシアネート樹脂(1 C )の3謹類を使用した。
パーティクルに接着剤(図形分重量比8%)を噴霧し、フォーミング後、初期圧締圧2G
Pa、PFおよびUMFでは温度 1300C、1Cでは 160.Cで30秒間熱圧し、その後2次圧締














接 着 部j W P G(%) S G MO E (GPa) M 0 R (MPa) 
0.) 0.46 3.45 26.60 
5 b) 0.44 2.91 17.96 
I C 
1 2 b) 0.46 2.76 1 7.82 
20 b) O.ちO 2.97 2 1 .91 
0.) 0.45 3.03 1 9.1 1 
5 b) 0.50 3.70 26.14 
P F 
1 2 b) O.ラO 3.ち1 23.66 
20 b) 0.51 2.88 18.74 
U M F o c) 0.43 2.67 15.65 




















( b ) 配向性低比重パーティクルボード
ラワン材(Slwreαspp.)リングフレークにイソシアネート樹脂接着剤(郡栄化
学工業綿製、 UL-4811)を噴霧(固形分重量比10%)し、 4kv/cmの電場強さのも
とで配向性パーテ ィクルマッ トをフォーミングした。成板の温度は 160.Cとし、圧締圧は、
8mm 厚の場合、 3GPaで30秒、 1. 5G Paで 105秒、したがって、総熱圧時間は 135秒であ


















パーティクルボードの種類 S G M 0 E (GPa) M 0 R (MPa) 
8mm厚さの配向性 配向方向 0.59 4.08 26.58 
パーティクルボード
直交方向 0.58 2.02 1 9.87 
15mm厚さの配向性 配向方向 0.43 3.20 2 1.26 
パーティクルボード
直交方向 0.49 1 .63 1 4.87 
15脚厚さのランダムパーティクルボード O.雪8 3.08 23.98 
1次回帰式(配向方向): M 0 R (MPa) = 7.5M 0 E (GPa)-2.8 標準偏差:1. 9 
1次回帰式(直交方向):MOR(MPa)=1O.0MOE (GPa)-1.1 標準偏差:0.6 


























































1∞ 2∞ 3∞ 400 5∞ 6∞ 700 8∞ 
時間 (hour)
図 1-16 各無処理パーティクルボードの厚さ膨張率変化
d ) 1試験体、 e) : 2試験体の平均
1 :試験 1(高棺対湿度99%、低相対湿度50%) 
2:試験2(高相対湿度98%、低相対温度30%)
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接着剤 W P G(%) J。 J1 J2 D2 
Ob) 3.48 36.6ラ 43.48 15.57 
5d) 3.8ち 26.39 33.84 10.50 
I C 
12e) 3.53 19.03 23.78 9.41 
20ω 3.65 11. 03 12.76 5.35 
Ob) 3.97 38.3雪 46.96 14.48 
5d) 3.33 22.28 39.60 14.20 
P F 
12e) 2.80 11. 86 13.56 7.00 
20") 3.32 9.40 10.46 4.79 
UMF oel 5.08 59.08 82.04 19.00 
J 0:負荷産後のクリーアコンブライアンス


























PFボードではこれが顕著で‘あり、 WPG12S'6 および20;"0のアセチJ~{と処理 PF ボードは、









t妾 着 却j W P G(%) MOE(%) MOR (%) I B(%) 
。 77.4 b) 95.3 b) 85.3t> 
日 7 5.0 d) 7 1 .5 d) 63.5 c) 
C 
1 2 73.5 e) 9 3.8 e) 84.9 a) 
20 94.5 e) 106.1.，) 88.6 a) 
O 70.1 b) 79.4 b) 64.4t> 
5 70.7叫 82.6 d) 9 1 .6 c) 
P F 
1 2 88.4 e) 93.4.，) 98.0・}
20 94.4 e) 97.0 e) 9 6 . 6 a) 
残存率:クリープ試験前のボードの値に対する率(%) 
f ): 1 2試験体の平均、他の記号は、表-2および図 1-16参照




























100 200 300 400 500 600 700 800 
時間 (hour)
配向性低比重パーティクルボードの含水率変化
o ( 8 mm)ム 8mm厚さの配向性パーティクルボード(直交方向)
o ( 8 mm)グ 8mm厚さの配向性パーティクルボード(配向方向)
o (15棚)よ:15棚厚さの配向性パーティクルボード(直交方向)
o ( 15mm)ノク:15mm厚さの配向性パーティクルボード(配向方向)











































200 100 O 
配向性低比重パーティクルボードのクリープたわみ曲線
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/¥ / 八コí"-'~ 、0(15mm)ム
R(15mm) 
o 100 200 300 400 500 600 700 800 
時間 (hour)
図 1-28 配向性低比重パーティクルボードのクリープコンプライアンス曲線
lO%MOR 、15%MOR:図 1-17参照、図中の記号は、図 1-25参照
表1-6酪柑也氏比重ハ」子ィクルボードのクリー穴Iンアライアンス([1 0叩 'aJ-1)と
相調伊こ土砂4持するt~婦11:および鶴華町議比
ノトティクルオもー ドグ耳轍 Jo J1 J2 D2 D3 
8rm惇さ広樹句性 酪助肉 2.27 21.ラ2 27.08 14.90 13.44 
/キー ティクI凶手一ド
i藍紡l句 5.ちO 64.46 82.66 18.76 17.39 
目前揮さ得制生 酪助向 2.94 23.29 27.23 12.64 10.98 
ノト子ィクJ~1iもード
直交h向 6.23 59.30 70.66 16.35 14.66 
自m惇さのランダムパー ティク/い件ド 3.24 25.37 29.79 12.18 10.62 









パーティクルボードの種類 M 0 E (%) MO R (%) 1 B (%) 
8mm厚さの配向性 配向方向 9 2.0 83.7 9 2.0 
パーティクルボード
車交方向 86.8 1'9.雪 9 2.3 
15mm厚さの配向性 配向方向 8 5.5 97.4 90.3 
パーティクルボード
直交方向 82.9 92.0 86.4 
15mm厚さのランダムパーティクルボード 80.1 99.6 9 5.6 
残存率:表 1-5参照
1‘ 3 部分片張クリープ性能 115)










装置を 2台準婿し、一方には最下部にスプリングを介して重りPd(20 N， 40 N )を吊るし、
カム装置によって、この重りPdを断続的に釣り上げたり降ろしたりすることにより、刊の
最大値(20N、40N)および最小値(0 N)の台形の断続繰返し荷重の波(o.2Hz)を重複
































議長 1 6 令+





3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 
曲げヤング係数 (GP a ) 
図 1-31 曲げ破壊係数と曲げヤング係数の関係












の割合をクリープたわみ比(式 1-1 )曲線で示した。図中 P=Pd立、継続荷重PCのみに
よるクリープたわみの測定結果、 P=Pc+ Pd (最小)は、 PCの上に20Nの繰返し荷重Pdが
断続的に負荷された場合に、 Pdの荷重が載荷していない状態でのクリーフ。たわみの認定結





れ、 Pdの荷重が載荷していない状慧 (C印)のクリープたわみ比は、 PC竺 40N、60N、l
OONのみの場合とi司等もしくは15%......20%低い{直を示した。当然、 Pc=20N、40N、80N
の上にPd士 20Nが断続的に負荷され、 Pdの荷重が載荷している状態(・印)のクリープた
わみ比も、同等もしくは 15 0込、 20:~'~ 低い{痘を示した。この程度の大きさのPdでは、実際上
クリーアたわみに欝響を与えないか、も Lくはクリープたわみを抑制する効果を与えてい
るものと考えられる。なお、 Pc:-20Nの上にPdで 20Nが断続的に負荷され、 Pdの荷重が載
荷Lていない状態のクリーアたわみ比は、 Pc=20Nのみの場合と同程度であった。























































図1-32 継続荷重PCあるいは継続荷重PC十繰返し荷重Pd(ON特 20N) 
負荷時の初期たわみに対するクリープたわみ比曲線
O:P=Pc十Pd (最小)、・ :P=Pc+Pd(最大)、






n n n n 胤
，-.、 ri ri ri n 140N 決 掛包100N、.， 100N 































図1-33 継続荷重PCあるいは継続荷重Pc+繰返し荷重Pd(ON特 40N) 
負荷時の初期たわみに対するクリープたわみ比曲繰
O:P=Pc 十Pd (最小)、 e:p=pc十Pd (最大)、
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4 0 5 0 
図1-34 クリープ試験後の残存率と荷重比の関係
0:残存曲げヤング係数比 (MOE/MOEo)x100(%) (P c ) 
ム:残存曲げヤング係数比 (MOE/MOEo)x100(%) (P c 十 Pd (20N)) 
口:残存曲げヤング係数比 (MOE/MOEo)x100 (%) (P c十 Pd (40N)) 
・:残存曲げ破壊係数比 (MOR/MORo)x100 ( %) (P c ) 
A.:残存曲げ破壊係数比 (MOR/MORo)x100 ( %) (P c + P d (20N)) 
















比1O%~60%において、 2 万分 (2 >< 104分)近辺からたわみ増加割合およびクリープたわ
み比(初期たわみに対するクリープ変形の割合)ともに急激に増加した。配向性ボードの
配向方向のクリープたわみは、いずれの荷重比の場合もランダムボードのそれより20%----，









































2. 1 クリープ性能 116) 
2. 1. 1 試験体および試験方法
( a ) 試験体
置床パネルには、枠材に合板あるいはパーティク J~' ボードを接着したストレストスキン
パネルを用いた。図2-1に、片面張パネルの形状を示したが、面材には、 9mmJ享さの 1
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P B (12mm厚さ のパー ティク J~ 'ボード、フェノール樹脂接着剤)
LF:縦枠材(ラワン材、 30mrn¥35mlll)




載荷のためのコ シク リー トの重り
-40-





比ちO%------90S~~ の荷重を与えた。クリープ試験には、図 2-2 と 3 (こ示したレバータイプ(
1 : 4 )の装置を用い、静的試験には、電気油圧サーボ式疲労試験機(森試験機綿製)を
用いた。
クリープ試験は、温度および相対湿度をコントロールせず、通常の屋内環境条件下で行





01月2月 3月 4月 5月 6月 7月三8月 9月 10月11月12月
図2-4 年間温度ー棺対温度変化
2. 1. 2 試験結果および考察
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2. 2 曲げ疲労性能 118-121)
2. 2. 1 試験体および試験方法
( a ) 試験体
試験体には、 (1)パーティクルボードに41国のアルミダイキャスト製床下地支持脚を
取り付けたユニット置床、 ( 2 )合板および中比重乾式ファイパーボード (MDF)を用








( 1 ) ユニヴト置床
ユニット置床は、その形状と支持脚の詳細を図2-9と10に示したように、寸法 600mm

















( 3 ) ボード釘着床
図2-12に示したように、断面90卿 X90mmのスギ材の大ヲi上に、断面45mmX45mmのスギ
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図2-10 ユニット置床の支持脚詳細図
-46-
fli卦陥l%l(%;jl，"'.，・ 1・ ;'11'明「一一 7「一一11---Ir | 
17荷重位置 滑 l
ii§jiii富
片 l-;;・・~ I 
1官一ーーす一ーすーっ知よ""τ 



















大引:スギ材(9 Ornrn >~ 90rnrn) 
。??
LF 
-ー・・ ， r-ーーー..，~・ーー唱--，-;-ーー"でγ ーーー・. 1: 1: :. 
! ~ ! i I ; : I 
I ~ I ; I I ! i 
tI 1: .. ! I
11 I! Ij 
11 _: 1: '1 
gIe! 血 1 li 
1 1 1 ~喧"11 11 ・i i 11 I P 11 _rt: . 
11 11 ・ IY¥..' 11 
11 11 11 11 
11 11 1 11 
11 11 11. 11 
1 1 11 1 11 


















( 4 ) ストレストスキンパネル床
6点支持での試験には、クリープ性能試験に{共したものと同一寸法、形状のものを供し
た(図2-]参照λ 対辺単純支持での試験には、図2-13に示した片面張りパネ J~' を供
した。面材には、 9mm摩さの2類ラワン合板(ち層構造、ユリア・メラミン樹脂接着剤を
使用)および13.3mm厚さのパーティク J~ ボード( 3層構造、ユリア・メラミン樹脂接着剤
を使用)を、枠材にはラワン材を用い、中桟は、縦枠の内側の溝(深さちmm)に差し込ん
で釘着した。枠材と面材との接合には、 αーオレフィン系接着剤を使用した。







縁甲床ではち Hz九 7Hz、ボード釘着床では 2Hz、 7Hz、スト L ストスキンパネ J~'1末では1.
2Hz'''，2.出1zを用いた。
表2-2 ユニット置床各試験体のデータ
試験体 Nol気乾比重 試験時含水率 浸せき本温 lトi一過一試一度一験(一℃一一時}寸環一i一栂一境対条温度件(%一} (%) ("C) 
? 吋|0.81 8.1 D ( 1 )常 i0.78 8.1 |190!73 
D ( 2)態 0.77 8.1 一 170i70
D ( 3 ) 0.76 8¥1 17.0 65 
19.0 l173 一一一一一
W ( 1)摺 0.78 19.0 17.2 18.0 62 
W (2) 状 0.79 19.0 16.8 19.5 67 

























合板出m 厚!ョ 97(0兜)|334(0ω)12ω(0.88) I 2. 32 (1. 00 ) 


















1 ♀ |3l 
合較日mm厚1，ω(1.00)I 2.91O(1.81)! 3.830(2.38) I 
MDF日mm厚 2. 910 (1 • 00) I 4.770 ( 1.64) I 5側(1.74)I 
各々 3体の平均値、括弧内は各々さねはぎ枚数 1枚の場合との比








合板伽m 厚I3制(1.00)! 3，01附 79)
MDF 15mm厚 5，050(1. 00) I 4，220 (0.84) 





































! O n 各測定時におけるたわみ (mm)
L O 1. 000 : 103田におけるたわみ (rn m ) 
O 1. 000 ムδ=3n
度が得られる





一一一L一一一一一i ーし一一一一よ一一一一 i 












1 0ち1 0';' 1 03 
(回)
ユニット置床の繰返し数とたわみの関係







o D(1) . 
口 D(3) • 










































































38 (ー2・. ，J O40-0v)i白ム-胃




















-7)、 荷重 1，OOON、 106図 (1日90回><365日x30年)程度の負荷に相当すると思わ
れるため、この床が、通常の懐用による疲労で破壊することはないと考えられた。


























表2-7 木質床パネJ~'上での歩行および跳躍等の衝撃茂(衝撃最大荷重/体重) 123) 
1.0 1酬 2~1.311.8~2.2






た。荷重1，OOON (静的離方のユ1久， )では、外観上何ら損傷は観察されなかった。荷重 2
，OOON (静的耐力の42%)では、繰返し数 10雪国を越えるあたりから、荷重部裏面に撤小
会クラックが発生し、 106囲禄には、それは、長さ約 300mmの数本のクラ、ソクに進展したや
L たがって、繰返し数 106間において、たわみ増加t;立、荷重1.OOONで12%程度、荷重 2






合、たわみの増加が45%となり、 2 >:105図 (1日約20回程度)と仮定するなら、たわみ















品 i荷重部たわ i根太中央た!大引のたわ試験体 I"J~ l=tjJ/，- 4 .J 1;1'<:/>，，，'1":7'>;;/，-
N~'. 17-J.: Oc わみ :δJ ，み :δs
-I (mm) I (mm)I (mm) 
一一
1 1 3.39 1.74 1 0.21 
2 I 3.70 I 1.85 1 0.22 












1. 6 5 








??? ， ょ 0.22 1. 78 280 * 
Oc、OJ、Os:荷重1，0 0 ON負荷時のたわみ、*荷重部面材の打ち抜け













1 04 1 0 5 1 0 6
繰 返 し 数(回)
図2-20 パーティクルボード釘着床の繰返しに伴うたわみの変イヒ
表2-9 パーティクル;t;-ド釘着床の疲労試験結果
繰 返 L 荷 δi/' O 1 疲労試験後の耐力
P 1lpfp m i 1103図 !1104回11105回 1106回iP 'm P 'm/P m 
4. i90N 1.00% 
2.000N I 41.8% 1.01 1.05 1.14 1.45 4.680N 0.98% 
各マ 2体の平均値、 δ 第 1回目のたわみ(棚上 Oi 第 i回目のたわみ(棚上
P:繰返し荷重(N)、Pm:静的耐力 (N)、P'm 疲労試験後の耐力 (N)
-57-





























40 50 60 70 
わみ(m m) 

























試 験 体|中央たわみ 耐 力 最終破壊形態U と
面材、試験条件 (m m/l， OOON) ( N ) その試験体数比
6点支持 6 ， 5 1 0 ( 99) c ) 
合板 1b)、常 態 0.595 (0.31)<:) 6，040(116)C) * 8/8 
合板 1b)、湿潤状態 0.691 (0.97)c) 3 ， 4 2 0 ( 22) c) * 4/言、*掴 1/ち
P B 1 b)、常 態 0.567 (0.27)cl 3 ， 1 9 0 ( 55) <:) * 8/8 
P B 1 b)、湿潤状態 0.630 (0.42)c) * 5/5 
6点支持、非接着
合板 1b)、常 態 1.189 (0.97) c) 6 ， 6 5 0 ( 41)c) * 6/6 
P B 1 b¥湿潤状態 0.999 ( 1.16)c) 3，490(21)C) * 6/6 
対辺単純支持
合板1Ib)、常 態 1930(OV4060(VE3/3l 
P B H b)、常 態 1. 74川 2??|十83 0 ( 27)c)i・2/3、*1/3l 
非接着:表面材と枠材は接着せず重ねただけのパネル、湿潤状態:図2-21参照
a) *荷重部面材の打ち抜け、.:縦枠材の曲げ破壊
b )合板 1 9 mmI享さの 1類ラワン合板、フェノール樹脂接着剤を使用、
P B 1 : 12mm厚さのパーティクルボード、フェノール樹脂接着剤を使用、
合板1I 9 mm厚さの2類ラワン合板、ユリア・メラミン樹脂接着剤を使用、
P B H : 13.5mm厚さのパーティクルボード、ユリア・メラミン樹脂接着剤を使用









われる木粉が観察された。 PBパネ l~ の耐力 l二、合板パネルrのぞれの約出%であった o
( 2 ) 疲労試験






面で接着はく離が起こり(() )、 それが進展し、最終的には面材が打ち抜けて(* )、 最
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?? ?103 102 101 
(回)
ストレストスキンパネル床の疲労破壊における繰返し
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図2-29 ストレストスキンパネル床(面材.P B)の疲労破壊の 1例















4 7 . 5 • .. 
合板 . 
一一 PB ーi 





























































‘( 2 ) -3 疲労限度
住宅の床に作用する繰返し荷重(たとえば人の歩行)の回数を 10わ間程度(約 100国/ノ
日を30年)と仮定した場合のストレストスキンパネル床の疲労限度を、表2-11に示した。





試 験 体 疲 労 限 度 l静的耐力向る l面材、試験条件 ( N ) 残存率(%) 
6点支持
態|合板 I、常 2，930 4ち
合板 I、湿潤状態 3，280 54 
P B 1、常 態 1 ，7 9 0 ラ2
P B 1、湿潤状態| 1 ，4 9 0 47 
対辺単純支持
合板 E、常 態 1，870 46 
PBn 、常 態 1 ，2 2 0 43 











6 点支持では、通常の歩行(体重の1. 2情~， 1. 3倍 123))によって、いずれのパネルも
疲労破壊することはないと推定された。しかし、椅子に強く座る(体重の 2.6倍、--2.9倍
)とか、 6cmへ，7cmの跳躍(体重の弓.ち倍へ 3.7倍)では、体重70kgの人で荷重 2，OOON
あるいは 2，600Nの負膏となる。これに対する合板パネルの寿命は、いずれも繰返し数




















横軸のスケ-JL-を継続時間と合わせ、法労浪君主直緩とク 1)ーフ限度i亙銀をはユ 立にjtL 
た。lOb分(約2年)におけるクリーブ限度は、合板パネJLで、荷重比:56~:\;、f-) B パネルで
荷重比70;~'() であったの 7 リープ限度直線を外そうすると、 30年において、含板パオ、 /L で 50













101 102 103 104 105 106 107 
継 続 時 間 ( mi n. ) 















は、合板/'{;ネ J~ で 3 ， 650N 、パーティクルボードパネルで 2 ， 390N であった。クリーフ。限
度直線を外そうして得た却年におけるクリープ限度以、合板パネルで 3.260N、パーティ

























ドでは 5，050N、湿潤状態の場合、合較では 3.01ON、中比重ファイパーボードでは 4，2







渡し(根太間隔 303mm)、 その上に、 12mm厚さのパーティクルボード(寸法 900mm;<:900 
mm)を釘(N50)を用いて 150rnm間隔で釘着したボード釘着庶について、常態における静
的曲げ試験および疲労試験を行ない、次の結論を得た。
1，000N (静的耐力の21;¥:， )の荷重の 10b同の繰返しによって、外観上何ら損傷は観察





支持の場合)を用いた寸法 890mm>< 1 ， 780酬の片面張ワスト Lストスキンパネル応につい
て、常態および湿潤状態における静的曲げ試験と疲労試験を行ない、次の結論を得た。
いずれのパネルおよび条件においても、静的試験と痩労試験における破壊の進展順序お











室事 3 室量 フド霊室主~ノてオ、-'L-~ C:T;J h 会安全自勺開討ょにf生













3. 1. 1 数値解析
用いた数値解析法は、有顕要素法による 2次元弾性応力解析プログラムである。このプ





F A C 0 M230-75とM-190コンビューターを使用した e
3. 1. 2 対角線圧縮試験法と水平せん断試験法の応力分布の比較と評価
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ーー (ー式3-1 ) 
表3-l 数笹解析に用~，\た弾性定数











431 M Pa 
0.51 
618 M Pa 
8，826 M Pa 
3，628 M Pa 
0.135 
314 M Pa 
E L:繊維方向の弾性率、 ET:接線方向の弾性率、 μ:ポアソン比、
G:せん断弾性率、 E1 :表板の繊維方向に平行の弾性率、






( b ) 解析結果









( 2 ) タイロッドを設けない水平せん断試験法(試験方法B)
試験方法B(1)と Bωの計算結果にはほとんど差異がなかったため、 B(1)の計算結果のみ
-75-
¥よ=13， 220N 枠材厚さ 10mm
¥J=20，OOON 枠材厚さ 40mm










'1 = 22， 720N 枠材厚さ 60mm



















せん断応力τ"の等高線図 (MP a) 
図3-4 枠材厚さ40聞のパネルに20，OOox/2Nの水平せん断荷重を負荷したときの
主応力分布図およびせん断搭力τ"の等高線図(試験方法B-1 ) 






( c ) 考察






























































































































パネJL'の強度と応力分布( 3 ) 
数値解析により求めたパネルの応力分布と試験によって求めたパネルrの強度の関係を検
























験 平均 壊 破壊荷重を負荷したときの最大応力 | パネル中央部 」
破壊
(N) 要素位置応力 応力 l
法 i 態 (恥)最大最小(恥)|最大|最小i
A 州**|荷鞍コ→ 8.71 -0.47 -23.00 3.42 +3.03 -4.26 










には桟木構成の影響はほとんどないと報告し、さらに、杉山他 51)や丸山他 52) も同様の
結論を報告しているのここでは、これらの報告の結果と数植解析の結呆を比較検討した。



















































数{痘解析は、 2種規の水平せん断試験法〈試験方法B、cjについて行なった J 図ヨ
12に、試験方法BおよびCについての拘束第点記方法を示した。試験万法Bは、試験方法
B(1)と、試験方法Cは、試験方法C(1)と同様であった。
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引張筋かい 1本 引張 e圧縮筋かい各 1本
(M Pa) 
のボルト支持点(1)近辺での引張応力は、試験方法Cのそれより 3倍程度大きくなった。













































横 桟 木 本 数
縦険!ミ
横
ヰ教 。 1 2 3 本数 O 
。1.671叩 1.642αn 1.E窃叩 1.%7叩 。1.319αn 
(1∞) (98.0) (努.6) (93.4) (1∞) 
1 1.笠宮叩 1.日4αn 1.~珍叩 1.454αn 1 1.243αn 
(94.7) (92.1) (fi.4) (1}). 7) (94.2) 
2 1.483αn 1.説明 1.到叩 1.337叩 2 
(&3.4) (fi.5) (fi.5) (79.7) (&3.4) 
3 1.穿7叩 1.~αn 1.271剖 1.22叩 3 1.的1αn
(包.1) (78.9) (75.8) (72.9) (fi.7) 
( 4 ) 筋かいパネルの変形量
桟 木 本 数
1 2 3 
1.2ffi侃 1.却倒 1.215αnl 
(ヲ7.4) (94.8) (92.1) 
1.a:>2叩 1.159倒 1.117αn 
(91.1) (87.8) (81.7) 
1.121αn 1.U乃αn1.U28αn 
(fi.O) (81.4) (71.0) 
1.042αn 0.991倒 O.叫4αn
(79.6) (75.2) (71.6) 
試験方法B、Cにおいて、水平せん断荷重1O.000Nを受けた4種類の筋かいパネルの荷









ぷき 筋かい無し!時筋かい l圧縮筋かい ヲi張、圧縮筋かい
試験方法B 1. 804 cm 1. 474 cm 1.157 cm 1. 243 cm 
(100) (81. 7) (80.8) (68.9) 
試験方法C 1. 352 cm 1. 123 cm 0.981 cm 0.858 cm 















3. 2. 1 試験方法
( a ) 試験体および支持条件
図3-18に示したように、木質系パーテ f ク J~' (ラワンv類針葉樹士 1: 1 )にフェノ
ール樹脂接着剤(図形分重量比12%)を噴霧し、熱圧成形したリブち本(せい;35閥、幅
;周囲35棚、内部30mm)を長手方向に有し、厚さ10mmの板面部分をもっリブ付き片面パネ
ルを一体成形した(寸法 900mmx 2， 400mm x 45 (10)棚、 比重 0.74)。この成形パネル 2枚
をαーオレフィン系接着剤を用いてリブ側同士を接着・複合し、上下端部にパーティクル
ボード製の材を埋め込んだ‘中空成形パネル(寸法 900mm;:<2， 400mm X 90mm ) を試験体とし
た。この試験体パネル2枚を立てて連ね、図3-19に示すような連続壁体として試験に摂
した。その際、壁体の両端から 100mm入った所に藍径12mm、長さ 2，己OOmmの斡ボルトをパ










計算用の、ちへ 8はP2パネルのせん断ひずみ計算用の、 3、言、 6、および8はP1および
P2両パネルの合計 (P1+ P2パネ J~' )のせん断ひずみ計算用の、 12，.15は壁体全体のせん断
ひずみ計算用の各々の変位測定点であった。~)，，--1Oは P1 と P2バネ J~' 関のずれの、 1Hj: Pl と
P2パネJ~ 間の開きの測定府の、 16 ，"同 18は試験フレームからパネ}~:が浮き上がる変位量を算
出するための各々の変位測定点であった。測定した変位より、 P1パネル、 P2パネル、 Pl+ 
P2パネル、および壁体全体としてのせん断ひずみを次式を用いて計算Lた。
ーー ーー (ー式 3-3 ) 
01-02 03 δ4 
2，乙50 840 γo Pl P1パネル
γ。P2P2パネル
05-86 0 ョー δ昌
2，2ちo 840 
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A L K J I H G F E D C B 
表3-5
52 52 S3 53 s4 s4 
02 02 02 02 D2 02 
W1 制限胞舵胞
Ory 51 Wet Wet Wet Wet d1 
Wet Dry 
b a b a b b 
プログラムサイクル事時の環境条件
プログラムサイクル数
? ?? ??Dry ? ???ランプロードテスト時の環境条件
ランプロード時の軸ポルト状態 b 
*プログラムサイクルは245N( 15，320回)、 392N(22， 500回)、 471N(2，100回)、 784N(6 
5ω回)、1，1910N (50回)、 2，450N(2，020由)、 7，840N(220回)を 1サイクルとした、 01: 
常態で1プログラムサイクル、 D2:常態で2プログラムサイクル、 Wl:散水状態で守1プログラ
ムサイクル、W2:散水状態で2プログラムサイクル、 51: 15時間散水後、 52:17時間散水後、
53: 20時間散水後、 54:さらに l週開散水後、 Dry:常態および屋内条件で乾媒、 Wet:散水中、
a 軸ボルトを締め直Lて試験、 b:軸ボルトを締め直さず試験
a b a b 
試験結果および考察2 3. 2. 
表3ーラに示したように、繰返し試験の条件は、常態と散水状態の各々で、上記ア。ログ








示した。図3-25には、 Aへ Lの各試験段階での 7，840N(設計荷重)の水平荷重による
せん断ひずみを示した。図3-26と27に、常態と散水状態について、各試験段階でのパネ
J~-部材Pl と P2間のすべりの{痘と荷重の関係を示したの




























Pl :パネル部材Pl、P2 パネル部材問、 A，B.D:表3-5参照
-101-
I(Pl +P2) 
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合は、 1 7?';:;へ 36，，~に達し、縦・横桟木パネルノより効果的であった己試験方法C ではパネル
の変形量は、引張筋かいに比べ圧縮筋かいで減少した。
成形パーテ f ク J~' ボードを用いた中空パネル Z 体より構成された壁体について、常態お









































ることを明らかにした。縁甲床(1 2 mm厚さの 1 類ラワ〉合板ある ~'~'J 1 5mm厚さの1'1D 






明らかとなった。釘善成 (13mm淳さの耐水性パーティク;L.ボード)では、荷重1， 0 0 
ON(静的耐力の21 ?/~)を繰返 L数 10 6図後、何らの損傷も観察されなかったが、 2， 
o 00 N (静的耐力の42;>';:，)の荷重で{二、繰返し数 10~回を越えるあたりから帯重点の
裏面に微小なクラックが光生した。しかし、繰返し数 lW'回f去の酎力性能は良荷前の捷に
よじべ、低下が認められなかった。スト1.-.ストスキンパネJLl末(面材料は合板あるいはパー
テ{クルボード)では、繰返し回数 H)6 回における疲労!浪茂は、再パネ 1~' とも静的耐力の
.:1 3 ，~'':;へちょ2%であり、面材と枠材開のはく離に対する疲労限度も間程度と推定された。








S T ~;1 式と L て知られているタイ白ッドを設ける水平せん部試験でi手、荷重伝達能力は十
分良許で、 3者の中で最し均一な応力分布がi専られることを明らかにしたり誌とブログラ
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